
















































Unearthed Materials as Sources of Old Japanese Language Data（<Special Issue> The
Current State of Document Research）
古代語資料としての出土物（＜特集＞資料研究の現在）
（『日本語の研究』４－１）
Speaker’s Recognition in the so Adnominal Form Construction in Ancient Japanese :





So Adnominal Form Construction in Ancient Japanese as an Emphatic Sentence
Structure from the Perspective of the Arrangement of Words
語順から見た強調構文としての上代「－ソ－連体形」文について
（『日本語の研究』５－３）
The Subject of Ancient Kana Prose Works Research as Japanese Ancient Language
Materials : How Research into Textual Criticism Confirms the Existence of Words




Aspects of Personal Names in Ancient Japanese : With an Emphasis on
Contradistinctive Naming According to Seniority in Ki−Shoki
上代人名の様相：記・書紀における長幼の序列による対比的命名を中心に
（『日本語の研究』２－１）
The Final−Attributive in Heian Japanese Conversational Texts
平安和文会話文における連体形終止文
（『日本語の研究』１－４）
A Study of Materials of Japanese Ways of Reading Chinese Classics in the Insei
Period : Regarding the Shingon Sect’s Educational and Scholastic Exchange（<Special
Issue> The Current State of Document Research）
院政期訓点資料研究の一問題：真言宗における教学的交流を巡って
（＜特集＞資料研究の現在）（『日本語の研究』４－１）




A Study on the Disappearance of Reading Boundaries in Medieval Texts Read





Tense−Aspect Systems of Late Medieval Japanese and Modern Korean : The Problem




The Significance of Jukan−bon Setsuyo¯shu¯（寿閑本節用集）：A Description of
Setsuyo¯shu¯（Japanese Lexicon），during the Medieval and Following Age, Published




Grammatical Changes in kore in the Early Edo Period
近世初期における指示詞「これ」の感動詞化
（『日本語の研究』６－２）
The Establishment of −Te + Specifier Construction in Kamigata Dialects
近世前期上方における尊敬語表現「テ＋指定辞」の成立について
（『日本語の研究』２－４）
The Change of −te+Specifier Construction of Kamigata Dialects
近世上方における尊敬語化形式「テ＋指定辞」の変遷
（『日本語の研究』５－１）
History of the Pitch Accent of Compound Nouns in Early−Modern Kyoto Japanese :







On chatta : An Honorific Form Appearing in a Kyo¯to−printed Sharebon Published in
the Second Half of the Edo Era
近世京都語資料に現れた待遇表現形式チャッタに関する覚書
（『日本語の研究』３－１）
The Contrast between the Negative Auxiliary Verbs Nu and Nein the Edo Period
江戸語にみられる否定助動詞ヌとネエの対立
（『日本語の研究』２－２）
A Note of “Tiyatuta” of the Western Dialect in the Latter Edo Period
近世後期上方語における“ちやつた”の扱いについて
（『日本語の研究』３－４）












Reform of the Usage of Kana in Newspapers during the Meiji and Taisho Periods
明治・大正期における新聞の仮名遣い改革
（『日本語の研究』５－２）
The Formation and Establishment of the Word for “Love Triangle” “Sankakukankei”
（７５）
―２２４―
in Japanese and “Sanjiao lian’ai” in Chinese : Based on Japanese−Chinese









Change in the Intransitive−transitive System of Sino−Japanese Verbs from the Early
Modern Period to the Present
漢語動詞の自他体系の近代から現代への変化
（『日本語の研究』３－４）
Grammaticalization in Modern Japanese : On the Continuum between Content Words








On the Semantic Function of Actual Potentials in Modern Japanese : Contrasted with
Unmarked Verbs
現代日本語における実現可能文の意味機能：無標の動詞文との対比を通して
（『日本語の研究』３－２）
（７６）
―２２３―
４．おわりに―今後の展開―
本稿が示したような調査を、アメリカやイギリス等で発行されている学術雑
誌も含めて大がかりに行い、その結果をまとめれば、英文タイトル等を作成す
る際に役立つだろう。
また、言語学に関する英語論文の要旨や本文等の調査を行えば、用いられや
すい用語や言い回し等も分かるはずである。
既に、他分野ではこのような研究が進んでおり、例えば、佐藤２０１０の「英語
論文自動作成フォーム」と「英語論文テンプレート」等は、英文タイトルから
本文、謝辞等までも網羅するものとなっている。
なお、福嶋２００７では、留学生が、４００字レベルの日本語記述問題を能率良く
書くことができる「スロット型教材」を提案しており、また、安部・福嶋・橋
本２０１０では、留学生や日本人大学生が、６０００字レベルのレポートを能率良く作
成できる「スロット型教材」を提案している。
本稿では、英文タイトルの小規模なバリエーションを示したのみであるが、
この延長線上には、日本語学の研究成果を英語で発信できるような「スロット
型教材」の作成を念頭においている。このような研究を重ねることによって、
日本語学の研究成果を海外に発信しやすくなればと思う。
注
＊１ なお、金水２００３等をはじめ、既にいくつかの研究はある。
＊２ 基本的に古い時代名を含むものから示しているが、厳密なものではない。
《引用文献》
安部朋世・福嶋健伸・橋本修 ２０１０『大学生のための日本語表現トレーニング ド
リル編』（三省堂）
金水敏 ２００３『統合化された言語学・国語学用語集のための基礎的研究』（平成１４年
度科学研究費基盤研究（Ｃ）（２）研究成果報告書、課題番号：１４５１０６１８、研究代
表者：大阪大学大学院文学研究科 金水敏）
佐藤洋一 ２０１０『科学技術英語論文英借文用例事典』（オーム社）
福嶋健伸 ２００７「日本留学試験の記述問題について―教育現場から「評価」の妥当
性を問い直す―」（２００７年度日本語教育学会春季大会於：桜美林大学（『２００７年度
日本語教育学会春季大会予稿集』）、２００７年５月２７日発表、pp.２０７−２１３.）
（７７）
―２２２―
（ふくしまたけのぶ・実践女子大学准教授）
（７８）
―２２１―
